	年　度
	校　種
	講座番号

	平成２３年度
	幼・小・中・高・特
	７１０１


体験学習指導者講座

体験学習を学ぶ
～お米づくりは人づくり～

１　ねらい
　イネの栽培管理の基本的な技術，体験学習の
運営や諸機関との連携等，体験学習について
の指導力を向上させる。
２　対象及び定員
　学校において，体験学習に関する初歩的な知
識技術の習得を希望する教員(講師を含む)。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　（定員２０人）
３　期　日　　　　６月１６日（木）
４　会　場　　　　集合場所、会場は「ＪＡぎふ巣南」

　瑞穂市役所巣南庁舎の東側、巣南中学校の北側になります。

研修先　農業組合法人　巣南営農組合
　　　　　　　　　　　　　　〒501-0304　瑞穂市田之上６２８
　　　　　　　　　協　力　ＪＡ岐阜中央会・ＪＡぎふ・岐阜県農業会議
５　日程と内容
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	6/16
 (木)
6/16
(木)

	　９：３０
　９：４０
	【オリエンテーション】
・講座の目的、日程説明等
	講座担当者


	
	　９：４０
１０：２０
	【実践交流】
・学校の実践事例の交流
・事例発表、研修者の課題など

	講座担当者


	
	１０：３０
１２：００
	【講義】　体験学習の計画と実践
・なぜお米づくりなの?
・イネの活用法
・バケツ稲作
	講座担当者
農業組合法人

巣南営農理事

	
	１３：００
１５：４５
	【体験実習】　田植え
・水田での田植え（手植え）
・バケツ稲作の田植え
・イネの栽培管理
※実際に水田において田植えをします。服装等の準備をしてください。
	農業組合法人

巣南営農理事


	
	１５：４５
１６：００
	【研修のまとめ】
・体験学習のふりかえり

・アンケートの実施等
	講座担当者



□備　考
【服装等】

・田植え長靴または地下足袋など、水田に入ることのできる履き物を用意してください。

・帽子、タオル、雨カッパ（雨天の場合）を用意してください。

・田植え後に着替えを行う場所を用意しました。着替えなどもご準備ください。

【持ち物】

・バケツ稲作体験のために、バケツを持参してください。（数に制限は設けませんが、田土を入れたうえで、田植えをして持ち帰っていただきます。持ち帰るための準備（自家用車の汚れ防止や転倒防止など）をお願いします。
【その他注意】
・欠席，遅刻，早退などの手続きは「受講についての案内」のページを参照の上，所定の様式にて届け出てください。
・この講座についてのお問い合わせや急な欠席・遅刻の連絡は下記へお願いします。
ＴＥＬ　０５８－２７１－３４５６（教育研修課　専門研修担当）
平成22年度受講者の声





　品種の特性など専門家からくわしく学べ、総合学習はもちろん社会科などでも活用できそうだ。実習で体験したことは、実感をもって子どもたちに教えられるのでよかった。バケツ稲を持ち帰られるので、自分でチャレンジできる。








